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研究成果の概要（和文）：対象は１歳６か月児歯科健診の受診者で、３歳まで追跡可能であった3,243人であ
る。う蝕発生に関して、う蝕の有無を目的変数、生活習慣などの各項目に加え地域格差を評価するために北九州
市の地区(行政区)を説明変数として多重ロジスティック回帰分析を行った。さらに、う蝕多発傾向に関して、同
様の解析を行った。う蝕多発傾向に関して、C地区はA地区と比較して、オッズ比3.47（95%信頼区間 : 1.47-8.
23）で地域格差を認めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify regional differences in a 
prevalence of dental caries among children.The subjects were 3,243 children of one and a half or 
three years old, who participated in health checkups at Kitakyushu city. We examined a prevalence of
 dental caries among children of one and a half or three years old by administrative districts. 
Furthermore, we evaluated the relationship between a prevalence of caries at age of three and a 
lifestyle at the age of one and a half by administrative districts, employing logistic regression 
analysis. Then, we evaluated a prevalence of multiple dental caries among those who had one or more 
caries at the age of three as well.There were significant differences in a prevalence of multiple 
dental caries among those who had one or more caries at the age of three by administrative districts
 in Kitakyushu city. The odds ratio (95%CI) of multiple dental caries among children in C-district 
to A-district was 3.47 (1.47-8.23).

研究分野：医歯薬学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 乳幼児のう蝕有病率は全国的に減少傾
向にある一方で、依然として高い有病率を認
める地域が存在する。この時期の口腔内環境
が、続くライフステージに影響を及ぼすのは
いうまでもなく、乳歯のう蝕予防は今も重要
課題の一つである。我が国においても、多く
の先行研究が１歳６か月時から３歳時にか
けて乳歯う蝕が急増することを報告し、効果
的な予防対策の必要性を唱えている。 
しかし、従来の研究結果に基づいて実施され
てきた「卒乳の時期」や「ほ乳瓶の使用」な
どの生活環境の改善だけでは、う蝕予防対策
としては不十分である。その理由として、社
会格差が健康格差に及ぼす影響について、そ
の解明を目的とした研究が進められている
中で、歯科においても、社会的決定要因と口
腔健康状態との関連性についての報告が散
見されるようになった。社会環境に影響を受
けやすい乳幼児においては、う蝕罹患との関
連性が顕著にあらわれることが予想される。
とくに母親の影響については、多数報告され
ている。我々の研究においても母親のう蝕発
症リスクが子の発症リスクに影響を及ぼす
ことを報告した（高橋優介、邵 仁浩 他：
口腔衛生会誌 58,168-176,2008.）。 
 
(2) 平成 21年４月から平成 23年８月までの
北九州市の乳幼児歯科健診データを活用し
て、１歳６か月時から３歳時にかけての新規
う蝕発症に親子歯科健診が有効であること
を報告した。（邵 仁浩 他：第 34 回九州口
腔衛生学会総会（鹿児島）,2012）。さらに、
同データを活用して、う蝕多発傾向に関する
要因を多変量解析で検討したところ、地域格
差（行政区域）を認めた。この結果は、従来
実施されてきた「卒乳の時期」や「ほ乳瓶の
使用」などの生活環境の改善だけでは、う蝕
予防対策としては不十分であるとともに、
「地域格差」という生物学的要因や生活習
慣・行動要因では説明できない別の要因（社
会的決定要因）の存在が示唆された。従って
要因の分析については、地域格差をもたらす
社会的決定要因の影響も考慮することが重
要である。そこで、乳幼児のう蝕罹患に関し
て地域格差をもたらす要因の解明着想に至
った。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究目的は、「乳幼児のう蝕罹患に関
する要因」を解明する事である。特に本研究
では「う蝕多発傾向およびう蝕の受療行動に
関して地域格差をもたらす社会的決定要因」
を明らかにする。具体的には「北九州市が実
施する１歳６か月児歯科健康診査の受診者
を対象とし、３歳児時点までのう蝕罹患に関
するコホート研究」を実施する。本研究は、
従来実施されてきた「卒乳の時期」や「ほ乳
瓶の使用」などの生活環境の改善だけでは、
う蝕予防対策としては不十分であるという

学術的背景をもとに、「地域格差」をもたら
す生物学的要因や生活習慣・行動要因では説
明できない別の要因（社会的決定要因）の解
明を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象 
母子保健法に規定する１歳６か月児歯科健
康診査を受診した約 8,000 名を対象とし、説
明に対して同意を得られた者とする。 
 
(2) 研究デザイン：前向きコホート研究 
 
(3) 調査項目 
全対象者に対して北九州市内の歯科医療機
関の協力のもと以下の項目について実施す
る。 
①生活習慣・行動要因および社会的決定要因
に関する質問紙調査（自記式） 
保護者の教育レベルおよび世帯収入等、先行
研究を参考に、３つのアウトカム（新規う蝕
発症、う蝕多発傾向、う蝕受療行動）に影響
を及ぼす項目を網羅する。 
②口腔内診査 
 
(4) 解析方法 
ベースライン調査の解析は、１歳６か月時に
おける生活習慣などの各項目とう蝕の有無
との関連を単変量解析で評価する。さらに、
う蝕の有無（う蝕なし=0、あり=1）を目的変
数とし、単変量解析で有意（p<0.05)な関連
を認めた項目を説明変数として多重ロジス
ティック回帰分析を行い、う蝕に影響を及ぼ
す要因を検討する。追跡調査が開始され、ベ
ースライン調査との結合データを用いて次
の①～③をアウトカムとして、マルチレベル
分析で各項目との関連を検証する。 
①１歳６か月時から３歳時にかけての新規
う蝕発症に関する分析 
②う蝕多発傾向に関する分析 
１歳６か月時点から歯種ごとの変化を追跡
する。次に３歳時点で未処置歯に変化する歯
を１本以上有するグループに着目し、未処置
歯数の中央値等でカテゴリー化した後、目的
変数として同様の解析で検証する。 
③う蝕の受療行動に関する分析 
１歳６か月時点から３歳時点までの歯種ご
との変化でう蝕経験のあるグループに着目
し、う蝕治療完了の有無を目的変数として同
様の解析で検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究では、「乳幼児のう蝕罹患に関す
る要因」、特に「う蝕多発傾向およびう蝕の
受療行動に関して地域格差をもたらす社会
的決定要因」を明らかにすることを目的とし
ている。しかし、予定していた対象者数の確
保が遅れたため、現在、マルチレベル分析に
取り組むべく、データベースを作成中である。
社会的決定要因に関するデータ以外は、デー



タベースが整備できたため、マルチレベル分
析による階層構造データを考慮した結果と
の比較検討のため、現段階でのデータベース
で乳幼児のう蝕罹患に関する解析を行った。 
 
(2)1歳6か月時点の生活習慣と3歳時点のう
蝕多発傾向との関連 
「主な養育者（父母／祖父母／その他）」、「母
乳（与えていない／与えている）」、「ほ乳瓶
の使用（しない／する）」、「よく飲むもの（お
茶・水・牛乳／ジュース等）」、「間食時間（規
則的／不規則）」および「歯の清掃（行う／
行わない）」を調査項目とし、質問紙調査で
収集した。また、口腔内診査において歯の状
況を評価した。１歳６か月児歯科健診時にお
いて、希望者にフッ素塗布と保護者の歯科健
康診査（以後、親歯科健診）を実施しており、
両項目についての実施の有無を、乳幼児のう
蝕罹患に影響を及ぼす要因として調査項目
に加えた。また、地域格差を評価するために
北九州市の地区(行政区)」も調査項目とした。 
解析にあたっては質問紙調査の回答に不備
があった者を除外した。う蝕多発傾向の要因
を検討することを目的として、３歳時点まで
にう蝕経験歯を１本以上有するグループ
（N=701）に着目し、う蝕経験歯数の中央値
でカテゴリー化（う蝕経験歯数 2 本以下=0、
3 本以上=1）した後、目的変数として多重ロ
ジスティック回帰分析解析を行った。う蝕多
発傾向に関して、 「地区」（オッズ比 B：3.13 
C：3.47 D：2.85 E：3.02 F：2.05 G：2.70）
は有意な関連を示した。その他の有意な要因 
は、「母乳」(オッズ比 1.40)、「よく飲むもの」
(オッズ比1.46)、「間食時間」(オッズ比1.39)
であった（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) １歳６か月時点から３歳時点にかけて
の生活習慣の変容 
生活習慣の変容については、１歳６か月時点
と３歳時点で共通の質問紙調査項目（よく飲
むもの・間食時間）について両時点の間で有
意に変容しているかをMcNemar検定で検討し
た。②１歳６か月時点から３歳時点にかけて
の生活習慣の変容と新規う蝕発生の有無と
の関連については、まず１歳６か月時点から
３歳時点までの変容をそれぞれ４群に分類
（良い習慣の継続＝１、良い習慣から悪い習
慣に変容＝２，悪い習慣から良い習慣に変容
＝３、悪い習慣の継続＝４）した「よく飲む
もの」が１歳６か月時点から３歳時点で「お

茶・水・牛乳」から「ジュース」に変容して
いた者は 10.6％であった。一方で、「ジュー
ス」から「お茶・水・牛乳」に変容していた
者は 7.1％であり、McNemar 検定の結果、両
者の割合は有意差を示した（P＜0.001）。間
食時間が１歳６か月時点から３歳時点で「規
則的」から「不規則」に変容していた者は
10.8％であった。一方で、「不規則」から「規
則的」に変容していた者は 10.9％であった。
McNemar 検定の結果、両者の割合は有意差を
示さなかった（P＝0.909）。 
 
(4) １歳６か月時点から３歳時点にかけて
の生活習慣の変容と新規う蝕発生の有無と
の関連 
「よく飲むものの変容」（オッズ比 ２：1.83、
３：1.45、４：2.46）、「間食時間の変容」（オ
ッズ比 ２：1.59、３：1.41、４：1.78）と
もに新規う蝕発生に関して有意な関連を示
した。その他でう蝕発生に関して有意な関連
を示したのは「母乳」（オッズ比 1.61）、「ほ
乳瓶の使用」（オッズ比 1.53）であった(図
2)。 
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